


























































































































































































































































   
各都道府県知事 殿  
 厚生労働省医政局長  












と事務職員等との間等での役割分担の推進について」（平成 19 年 12 月 28 日付け医政発
第 1228001 号厚生労働省医政局長通知。以下「局長通知」という。）を発出し、各医療機関
の実情に応じた適切な役割分担を推進するよう周知するとともに、平成 21 年 8 月から
「チーム医療の推進に関する検討会」（座長：永井良三東京大学大学院医学研究科教授）を
開催し、日本の実情に即した医療スタッフの協働・連携の在り方等について検討を重ね、
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  ・ 
  ・ 
20XX年1月9日  一時帰宅より帰院 
20XX年2月1日  起床時、腰の痛み増強 モルヒネ120mg/日に増量 
20XX年2月3日  離床時の痛み強く、ステロイド開始（デカドロン8mg） 
20XX年2月5日  ベッドからの移動時、リハビリの介入提案 








  2001-2003 2002-2004 2003-2005 2004-2006 2005-2007 2006-2008 2007-2009 
 アメリカ USA 9,103  10,726  12,495 14,034  15,672 16,943  17,926  
カナダ Canada 6,355  8,174  9,165  10,903  12,734  13,877  16,444 
オーストリア Austria 5,485  6,321 7,355  8,821  11,025  13,150  15,045  
 ドイツ Germany 4,285  5,849  7,324  10,887  13,437  15,313  14,227  
オーストラリア 
Australia 
3,074  3,437  3,759  4,273  5,164  6,398  7,806  
フランス France 3,060  3,303  3,785  4,601  5,581  6,039  6,407  
 イギリス UK 1,527  1,864  2,545  2,985  2,728  2,911  3,309  
 イタリア Italy 722  946  1,233  1,403  1,578  1,925  2,675  
韓国 Korea 212  184  230  367  568  854  1,257  




























専門職連携教育（Interprofessional Education: IPE)を構想・試行し、正規科目化を目指す。 
 
 多職種の連携によって課題を発見し解決できる人材育成を行い、 
専門職連携によって地域住民の質の高い暮しを支えることのできる 
地域社会づくりに貢献する 
超高齢社会：後期高齢者人口・高齢者のみ世帯の
増大、医療・福祉人材・施設等の不足、ニーズの
高度化・複雑化… 
地域包括ケア：日常生活圏域にて、介護、医療、
予防、住まい、生活支援サービスが提供される仕
組みが重視される 
求められる専門職：患者・利用者・地域住民を中心
に据えて、自らの力を発揮しつつ多職種と連携で
きる専門職 
（文部科学省大学間連携共同教育推進事業）  
「彩の国大学連携による住民の暮らしを支える連携力の高い専門職育成」  
彩の国連携力育成プロジェクト（SAIPE） 
連携４大学 
英国専門職連携教育推進センター（CAIPE） 
イギリスでIPEが実践されてきた背景には、いくつ
かのサービスの失敗による事件や事故があった。 
様々な調査の結果、これらの原因は 
専門職間の協力やコミュニケーションの不足 
が事件や事故をもたらしたというものであった。 


連携力 
collaboration 
「薬局の求められる機能とあるべき姿」 
【薬局・薬剤師に求められる機能に関する基本的な考え方】 
 
1. 最適な薬物療法を提供する医療の担い手としての役割が期待 
 
2.  医療の質の確保・向上や医療安全の確保の観点から、医療機関等と
連携してチーム医療を積極的に取り組むことが求められる 
 
3.  在宅医療において、地域における医薬品等の供給体制や適切な服
薬支援を行う体制の確保・充実に取り組むべき 
 
4.  医薬品や医療・衛生材料等の提供拠点としての役割に留まらず、後
発医薬品の使用促進や残薬解消といった医療の効率化について、よ
り積極的な関与も求められる 
 
5.  セルフメディケーションの推進のために、地域に密着した健康情報の
拠点として積極的な役割を発揮すべき 
 
6.  患者の治療歴のみならず、生活習慣も踏まえた全般的な薬学的管
理に責任を持つべき 
厚生労働省（2014年） 
 本学薬学部において学んだ者が、人々の主観的QOLを高く維持
し健康のよりよい状態を目指すこと（ヘルスプロモーション）を直接
的または間接的に支援することによって、本学の建学の精神であ
る『学問による人間形成』を実現する。 
ご清聴ありがとうございました 
